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が な さ れ な け れ ば な ら な い 。 再 発 明


















( )は、 の水準理論とTreffers 1987 van Hiele
の教授理論から漸進的数学化Freudental
を提案した 図（ ） （Progressive Mathematisation




（ ）徴は水平的数学化 horizontal mathematisation
と垂直的数学化（ ）とvertical mathematisation
いう２つの方向性である。














































前者として、植松ら( )、植木( )、1981 1984
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、 。回数は同じ（相似） 結びつけて あげようとしているか




































→ → → → → → → → →１ ０ ３ １ ５ ２ ７ ３ ９ ４
→ → → → → → → → →１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
→ → → → → → → → →３ １ ５ ０ ７ ３ ９ １ 11 ５
→ → → → → → → → →２ ３ ０ ５ ６ １ ８ ９ ２ 11
→ → → → → → → → →５ ２ １ ３ ９ ０ 11 ５ ３ ６
→ → → → → → → → →４ ５ ６ ７ ０ ９ 10 11 12 １
→ → → → → → → → →７ ３ ９ １ 11 ５ 13 ０ 15 ７
→ → → → → → → → →６ ７ ８ ９ 10 11 ０ 13 14 15
→ → → → → → → → →９ ４ 11 ５ １ ６ 15 ７ 17 ０


















○互いに素である３１個の事例に共通〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕1,2 =1 1,3 =2 1,4 =4 1,5 =4 1,6 =5
している規則を見つけようとしてい〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕1,7 =6 1,8 =7 1,9 =8 1,10 =9 2,3 =3
〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕 るか。2,5 =5 2,7 =7 2,9 =9 3,4 =5 3,5 =6
「残った組について何か気がつくこと〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕3,7 =8 3,8 =9 3,10 =11 4,5 =7 4,7 =9
はありますか？」〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕4,9 =11 5,6 =9 5,7 =10 5,8 =11 5,9 =12
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